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　プログラムを文字で書くのではなく、命令が書かれた
えが

ブロックや自分で描いた絵などを組み合わせ、感覚的に

プログラミングできる言語のこと。ＳｃｒａｔｃｈやＶｉｓｃｕｉｔ（ビ

スケット）などの言語があります。

やま にし じゅんいち めい よ きょう じゅ

（山西潤一・富山大名誉教授、日本教
じょうほう しん こう

育情報化振興会長）

☆毎週土曜日に掲載します

じっさい

　今回から、いよいよ実際のプロ

グラミングのお話に入ります。前
しょうかい

回、「気になるワード」で 紹 介し

た子ども向けのＳｃｒａｔｃｈ（スク

ラッチ）というビジュアルプログ

ラミング言語を使って説明しま

す。

　このプログラミング言語では、

コンピューターへの命令（コード）

が、一つ一つ積み木のようなブロ
しめ

ックで示されています。それぞれ

のブロックの中から必要な命令を

選び出し、それらを組み合わせな

がらプログラムをつくります。こ
きほん

の基本さえ学習すれば、どのプロ
たいおう

グラミング言語でも対応できるよ

うになります。

　プログラムづくりの基本は、命
しょり

令を順番に実行する「順次処理」、
く じょう

命令を繰り返す「繰り返し」、条
けん もと ぶん

件に基づき動作を変える「条件分
き

岐」の三つです。今回はその中か

ら、「順次処理」と「繰り返し」を勉

強しましょう。
ねこ そうぞう

　目の前に猫がいると想像してみ

てください。この猫に自分が考え

た通りの仕事をさせるには、正し

く命令を書き（選び）、プログラ

ミングをしなければなりません。

し じ したが

猫は指示されたプログラムに 従
ま

って動くので、少しでも命令を間
ちが

違えると、思うように動いてくれ

ません。その場合は、間違ったと
さが しゅうせい

ころを探し、命令を 修 正する必

要があります。

　まずは「順次処理」を使って、

猫を歩かせてみましょう。第４回
けいさい

（４月�日掲載）で、テントウム

シのロボットを動かしたときのこ

とを思い出してください。

　「前に（１００）歩動く」

　この命令では、猫が前方に１００
かんたん

歩動きます。ちょっと、簡単すぎ

ましたね。では、次の命令はどう

でしょうか？

　「前に（�）歩動く」「前に（�）

歩動く」「前に（�）歩動く」…

　�回連続で同じ命令を書く

と、先ほどと同じように猫は前

方に１００歩動きます。ちなみに、

１０歩ずつ計２００歩動かしたいとき

は�回連続、５００歩のときは�回

連続で命令を書きます。

　「順次処理」では、歩数が多く

なればなるほど、たくさんの命令

を書かなくてはならず、これでは
つか

疲れてしまいます。そこで、先ほ

どの�回連続で書いた命令に「繰

り返し」を使ってみます。

　「繰り返し�回『前に（�）歩

動く』」

　同じ命令を何度もするときに

は、「繰り返し」を使うと、とて

も便利です。「順次処理」と「繰

り返し」をうまく組み合わせるこ
こうりつてき

とで、効率的なプログラミングが
ふせ

でき、間違いを防ぐことにもつな

がるのです。


